
20072007年年1212月期決算説明会月期決算説明会

アライドテレシスホールディングス株式会社
（東証2部：証券コード6835）

2008年2月19日

IP TriplePlay

※端数処理で一部短信の数字と合わないところがございますがご了承ください。
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連結決算のサマリー

－

－

－

2.2%

増減率増減率

8,119

4,090

4,838

1,170

増減額増減額

前前期期比比

▲15.3%

▲6.3%

▲6.4%

100.0%

百分比百分比

▲8,075

▲3,345

▲3,385

52,729

金額金額

20062006年年1212月期月期

0.1%
1.4%
2.7%

100.0%
百分比百分比

44
745

1,453
53,899
金額金額

20072007年年1212月期月期

営業利益

純利益

経常利益

売上高

（単位：百万円、切捨て）（単位：百万円、切捨て）

投資企業の買収による株式売却が特別利益として発生したことで、7億44百万円計上しました。

事業再編費や子会社の減損損失などにより、8億34百万円の特別損失を計上しました。

前期比81億19百万円の増益となりました。

製品原価の低減、高い利益率の製品売上げが好調だった結果、売上総利益率が42.9％から
45.6％に向上しました。

一昨年から進めているリストラクチャリング効果により、販売管理費28億83百万円の圧縮をし
ました。

約12億円増は、特に欧州とアジア・オセアニアが伸びを示しました。米国はほぼ横ばいとなりま

したが粗利益の改善となりました。日本は通期前期比マイナスとなりましたが、第４四半期単体

では伸ばしました。

売上高ポイント

営業利益ポイント

純利益ポイント

経常利益ポイント 期初に比べ円高が進み、評価損として為替差損が2億46百万円発生し、支払利息の増加によ

り約4億円となりましたが、前期比40億90百万円の増益となりました。



Copyright 2008, Allied Telesis Holdings, Aｌｌ rights reserved. 2

◆営業外費用の内訳

支払利息 406,131千円
為替差損 246,905千円
為替予約評価損 26,013千円
持分法による投資損失 4,579千円
コンプライアンス対応費用 77,473千円
その他 119,254千円

連結損益計算書

－3220%0▲0.6%▲322少数株主利益又は損失

▲81.1％▲2,6081.1%6106.1%3,219法人税等

0.1%

1.3%

1.5%

1.4%

1.4%

1.6%

0.3%

2.7%

42.9%

45.6%

54.3%

100.0%

百分比百分比

44

655

834

744

745

880

172

1,453

23,136

24,590

29,309

53,899

金額金額

20072007年年1212月期月期

－5,834▲9.8%▲5,179税引前純利益（純損失）

962.9％6730.1%70特別利益

▲56.2％▲1,0693.6%1,904特別損失

増減率増減率増減額増減額金額金額 百分比百分比

▲65.1％▲3210.9%493営業外収益

94.3％4270.8%453営業外費用

－

－

－

▲11.1％

8.6％

▲2.6％

2.2％

8,120

4,090

4,839

▲2,883

1,956

▲786

1,169

前年比前年比

▲15.3%

▲6.3%

▲6.4%

49.3%

42.9%

57.1%

100.0%

▲8,075

▲3,345

▲3,385

26,019

22,633

30,096

52,729

20062006年年1212月期月期

売上総利益

売上原価

販売費及び一般管理費

営業利益（損失）

売上高

純利益（純損失）

経常利益（損失）

（単位：百万円、切捨て）（単位：百万円、切捨て）

◆特別損失の内訳

固定資産売却損 2,039千円
固定資産除却損 17,113千円
投資有価証券評価損 269千円
投資有価証券売却損 403千円
減損損失 392,189千円
社債償還額 58,000千円
事業再編費用 147,524千円
訴訟関連費用 105,215千円
その他 112,008千円
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地域別・事業別の売上高

20020077年年

5,424
(10.1%)

48,473

53,899

5,132
(9.7%)

47,596

52,729

20020066年年

合合 計計

0
(0.0%)

3,696

3,696

20020077年年

2,282
(16.2%)

11,848

14,130

20020077年年

3,142
(34.1%)

6,082

9,224

20020077年年

0
(0.0%)

26,847

26,847

20020077年年 20062006年年20062006年年20062006年年20062006年年

0
(0.0%)

2,485
(20.0%)

2,647
(29.0%)

0
(0.0%)

IPトリプルプレイ
（構成比）

2,8409,9206,47328,363ネットワーク

機器

2,84012,4059,12028,363売上高

アジア（日本以外）アジア（日本以外）

オセアニアオセアニア
欧欧 州州米米 国国

日日 本本

（コレガ含む）（コレガ含む）

(単位：百万円）

2006年

日本,
53.8%

欧州,
23.5%

米国,
17.3%

APAC,
5.4%

2007年

日本,
49.8%

欧州,
26.2%

米国,
17.1%

APAC
, 6.9%
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地域別概況と売上高

（単位：百万円）

22,662
21 ,570
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10,000
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2006年 2007年

（単位：百万円）

5,276

5,700

0

2,000

4,000

6,000

8,000

2006年 2007年

日本 コレガ

ワイヤレス製品
スイッチ製品が
伸びたものの
その他製品が伸
び悩みました。

ネットワーク機器
市場の端境期によ
り、通期では伸び
悩み、第４四半期
単体では利益率の
高いスイッチが伸
びました。



Copyright 2008, Allied Telesis Holdings, Aｌｌ rights reserved. 5

地域別概況と売上高

80

（単位：百万円） （単位：百万US$）

40

9,2249,120

78 78

0

5000

10000

2006年 2007年

売上高（日本） 現地通貨ベース

Copyright 2007, Allied Telesis Holdings, Aｌｌ rights reserved.

14,130

12,405

116

106

0

5,000

10,000

15,000

2006年 2007年

売上高（日本） 現地通貨ベース

米国 欧州

50

（単位：百万US$）

環境対策にいち早く対応
したことで、製品の信頼性
があがり、主力のスイッ
チ製品などの売れ行きが
伸びました。
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地域別概況と売上高

（単位：百万円）

3,696

2,840

0

1,000

2,000

3,000

4,000

2006年 2007年

アジア・オセアニア

中国などを中心に、
ネットワーク機器需
要があり、レイヤー3
スイッチ製品が好調
となりました。
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人員は2,521人（2006年12月末） → 2,285人（2007年12月末） 236人減少

2005年より実施している人員削減効果が顕現して人件費は前期比8億円の削減となりました。

研究開発費はIPトリプルプレイ事業への開発投資が一段落し、ネットワーク機器事業へウェイ

トを移した結果、前期比約10億円の削減となりました。

その他営業費用は、利益率の高い案件に絞ったことによる外注費の圧縮、広告宣伝費、旅費

交通費等の圧縮により約10億円の削減となりました。

(単位：百万円）

販売費及び一般管理費の内訳販売費及び一般管理費の内訳

2006年12月期 2007年12月期 増減

販売費及び一般管理費 26,019 23,136 ▲ 2,883

　　　　人件費　 10,422 9,616 ▲ 806

研究開発費　 6,296 5,277 ▲ 1,019

（対売上高比率）　 (11.9%) (9.8%) (▲2.1%)

その他営業費用　 9,299 8,243 ▲ 1,056

人員数 2,521 2,285 ▲ 236
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5,2776,296
8,190

6,266

17,859

18,675
18,758 19,723

42.9%
49.3%

45.9%
52.6%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

2004年 2005年 2006年 2007年

0.0%

50.0%

100.0%
販売管理費
研究開発費
対売上高比率

（単位：百万円） （単位：％）

販売費及び一般管理費販売費及び一般管理費

26,865
25,024

26,019

23,136
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連結貸借対照表

▲7911,4762,267その他

▲1178125有価証券

▲158▲830▲672貸倒引当金

▲1,3777,6168,993たな卸資産

▲2,00002,000預け金

73311,79511,062受取手形及び売掛金

▲6058571,462投資その他の資産

28,040

313

3,457

4,629

3,353

23,411

07/1207/12

▲3453,802有形固定資産

▲153466無形固定資産

33,006

5,731

3,497

27,274

06/1206/12

▲4,965

▲1,102

▲144

▲3,862

増減額増減額

現金及び預金

流動資産

資産合計資産合計

固定資産

（単位：百万円、切捨て）（単位：百万円、切捨て）

146130▲16評価・換算差額等

▲2,1661,0813,247一年以内返済予定長期借入金

4,26012,6058,345株主資本

20425551新株予約権

▲4623,8894,351短期借入金

▲1,0772491,326長期借入金

28,040

12,991

0

940

4,336

4,803

14,109

07/1207/12

▲1,0525,855支払手形及び買掛金

▲4,3144,314社債

4,6108,381純資産（少数株主持分・資本）

33,006

6,325

4,847

18,300

06/1206/12

▲4,965

▲5,384

▲511

▲4,190

増減額増減額

その他

流動負債

負債及び純資産合計負債及び純資産合計

固定負債

（単位：百万円、切捨て）（単位：百万円、切捨て）

(単位：百万円）

たな卸資産はグローバル在庫管理体制構築によりタイムリーな製品供給を実現し前期末比約13億円減少。
預け金はユーロ円ＣＢ（ﾊﾞﾝｸAIG引受）買入消却に伴うエスクロー口座解約により前期末比20億円減少。
長短借入金は前期末比約37億円減少し、社債はユーロ円ＣＢの株式転換および買入消却により同約43億円
減少。

新株予約権の行使により純資産は前期末比約46億円増加し、自己資本比率が向上。（前期末25.2%→当期
末45.4%)
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資産の状況資産の状況

1,462 857
466 313

3,802
3,457

3,595

646

8,993

7,616

11,062

11,795

3,623

3,353

2006/12/31 2007/12/31

現預金・有証現金同等物

売上債権

棚卸資産

その他流動資産

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産合計

（単位：百万円）

33,006

28,040
733百万円増加

回転月数 ： 2.52ヵ月 →2.63ヵ月

1,377百万円減少
回転率 ： 3.35回 →3.85回

604百万円減少
投資有価証券の減少582百万円他
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負債・資本の状況負債・資本の状況

8,346
12,605

51

255

-16

130

685

690
4,578

4,0714,582
264

1,326 249

7,599

4,970

5,855

4,803

2006/12/31 2007/12/31

支払手形及び買掛金

短期借入金

長期借入金

社債

その他流動負債

その他固定負債等

評価・換算差額等合計

新株予約権

株主資本

（単位：百万円）

33,006

28,040

2,629 百万円 減少

1,076 百万円 減少

新株予約権行使等により純資産は4,610 
百万円増加。自己資本比率は25.2%か
ら45.4％に上昇。

1,052 百万円 減少

4,318 百万円 減少
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資本勘定の動き

20325551新株予約権

231129△102為替勘定調整勘定

△49049繰延ヘッジ損益

△35136その他有価証券評価差額

0△12△12自己株式

20.245.425.2自己資本比率 （% )

47,414156,770109,356発行済株式数 （単位：千株）

4,25912,6058,346資本合計

45△9,122△9,167利益剰余金

2,10711,9359,828資本剰余金

2,1089,8057,697資本金

増減増減20020077年年1122月月20020066年年1122月月

（単位:百万円)資本の部
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連結キャッシュ・フロー計算書

703▲593現金及び現金同等物に係る換算差額

－－株式交換による現金及び現金同等物の増加額

2,985

3,775

▲789

▲755

▲1,383

1,942

2006/122006/12

▲323現金及び現金同等物の増加額

▲5,758財務活動によるキャッシュ・フロー財務活動によるキャッシュ・フロー

▲683投資活動によるキャッシュ・フロー投資活動によるキャッシュ・フロー

5,415営業活動によるキャッシュ・フロー営業活動によるキャッシュ・フロー

2,985現金及び現金同等物の期首残高

2,662現金及び現金同等物の期末残高

2007/122007/12（単位：百万円）（単位：百万円）

▲ 6,000

▲ 3,000

0

3,000

6,000

2006/12 2007/12

営業CF

投資CF

財務CF

◆主要な内訳（単位：百万円）

・営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前純利益 655
減価償却費 1,323
売上債権の増加 ▲345
仕入債務の増加 676             
たな卸資産の減少 1,200

・投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得 ▲928
無形固定資産の取得 ▲300
投資有価証券の売却 1,162

・財務活動によるキャッシュ・フロー

預け金払戻 2,000
短期借入金の純減少額 ▲2,617
長期借入金の返済 ▲3,484
社債償還 ▲1,772

(単位：百万円)
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2008年計画20020088年計画年計画
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2008年計画

118105為替レート（円/USD)

0.28 6.19 EPS  （円）

2104.5%44970当期利益

197.7%6551,950税引前利益

161.7% 7451,950経常利益

97.5%1,4532,870営業利益

-4.0%17,85917,140その他販管費

-7.9%5,2774,860研究開発費

0.1pts45.6%45.5%売上総利益率

1.1%24,59024,870売上総利益

1.5%53,89954,700売上高

増減（％）増減（％）20072007年実績年実績20082008年計画年計画

（単位：百万円）
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2008年計画

研究開発

ギガネットワーク対応製品の充実により、さらなる増収・増益、シェアの確保を狙います。

SwitchBlade ｘ908をコアに、トータルなネットワークソリューションを提案。

ネットワーク
機器事業

IPトリプルプレイ
事業

引き続きコスト削減をし、利益の向上を目指します。

先進トリプルプレイ市場への成長に対して大手システムインテグレーター(主にＩＢＭ）との
連携を強化。

ネットワーク機器に対する開発投資にウェイトを移します。

一定の割合を引き続き投資し、ＩＰトリプルプレイからネットワーク機器へ。

アライドテレシスグループは、前期に引き続き経営効率の向上を図り、製品原価の低減をし、
利益の拡大を行なうとともに、中長期的には売上げを成長させ、さらに企業価値の向上につとめます。
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22,633

25.036 24,87024,590

45.5%45.6%
42.9%

45.9%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2005 2006 2007 2008(計画）
0.0%

40.0%

80.0%

金額

対売上高比率

（単位：百万円） （単位：％）

20020088年計画年計画

売上総利益売上総利益
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6,266 6,296 5,277 4,860

17,859
17,140

18,758 19,723

45.9%
49.3%

42.9%
40.2%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

2005年 2006年 2007年 2008年(計画)

0.0%

50.0%

100.0%
販売管理費
研究開発費
対売上高比率

（単位：百万円） （単位：％）

20020088年計画年計画

販売費及び一般管理費販売費及び一般管理費

25,024
26,019

23,136
22,000
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6,2966,266

4,860

5,277

8.9%
9.8%

11.9%11.5%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

2005 2006 2007 2008(計画）
0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

金額

対売上高比率

（単位：百万円） （単位：％）

20020088年計画年計画

研究開発費研究開発費
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（営業利益率:%）
（単位：百万円）

20020088年計画年計画

営業利益率の推移営業利益率の推移

-3,386

12

2,870

1,453

5.2%

2.7%

-6.4%

0.02%

-5,000

-3,000

-1,000

1,000

3,000

5,000

2005 2006 2007 2008(計画）

-7.00%

-5.00%

-3.00%

-1.00%

1.00%

3.00%

5.00%

7.00%金額

営業利益率
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参考資料参考資料
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設立 1987年3月

資本金 98億510万円 (2007年12月31日現在)

上場 2000年7月（東証2部 証券コード：6835）

発行済株式数 156,826,421株（2007年12月31日現在）

株主数 18,108名（2007年12月31日現在）

単元株式数 100株

従業員 2285名 (グループ全体)

海外拠点 21 ヶ国

連結子会社 国内外40社

連結売上高 538億99百万円（2007年度）

開発拠点 日本、ニュージーランド、米国、イタリア

フィリピン、シンガポール

製造拠点: シンガポール・中国

アライドテレシスホールディングス(株)
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当社の事業戦略

ネットワーク機器事業
流通・販売・サポートサービス

ネットワーク機器事業とは
２０年にも及ぶネットワーク機器の総合
メーカーとして築いてきた事業で、アライド
テレシスグループの中核をなすべき事業

NSP（ネットワーク・サービス・プロバイダー）とは
大手システムインテグレーターとの強固な関係により
欧米におけるIPトリプルプレイ市場の拡大を狙う事業

IP-GSP（グローバル・サービス・プロバイダー）とは
サンノゼ大学、横田基地を始めとする限られたエリアに対して
グローバルにネットワーク回線を通じてビデオコンテンツなど
さまざまコンテンツを配信し、長期契約による安定した収益を
もたらす事業

研究・開発事業とは
ネットワーク機器の総合メーカーとして
絶えず進化するIPネットワーク社会に
最先端の技術開発により、市場性の高い
安定したネットワーク機器を開発する事業

NSPIP-GSP

IPトリプルプレイ事業

研究・開発事業
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ネットワーク機器事業
流通・販売・サポートサービス

1987年日本におけるネットワーク機器の総合メーカーとして築いてきた流
通網、システムインテグレーターへの販売網により、年間100万台以上の
機器を販売。アライドテレシスグループの中核をなすべき事業

流通パートナー

戦略パートナー

20年間で100万社以上のエンドユーザへ販売

150社以上との販売提携

大手流通パートナー提携
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IPトリプルプレイ事業
NSP（ネットワーク・サービス・プロバイダー）

IBMをはじめとする欧米の大手システムインテグレータとともにIPトリプルプレイ市場
拡大へ向け活動し、2010年には総額でおよそ200億ドルの市場規模と予想される
市場に、いち早くリーチしマーケットリーダーとしての地位を築くべく拡大中。

欧米での多数の
システムインテグレータ

IPIPトリプルプレイ・サービスの実現に必要とされる技術トリプルプレイ・サービスの実現に必要とされる技術

高速なバックボーンの構築
拡張性の高いアクセス網の構築
通信品質を保持する信頼性

ＱｏＳ
映像伝送の最適化
運用管理の容易性

初期投資が小規模で、安定した初期投資が小規模で、安定した

サービスネットワーク環境を実現サービスネットワーク環境を実現
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IPトリプルプレイ事業
IP-GSP（グローバル・サービス・プロバイダー）

音声

データ動画像

インターネット

IP電話

IPテレビ
ビデオ・オン・デマンド

映画チャンネルなどコンテンツ配信

サンノゼ州立大学、横田基地を始めとする限られたエリアに対して、ネットワーク回線を通じてグローバルに
ビデオコンテンツなどさまざまコンテンツを配信し、長期契約を締結することにより年間数億円の売り上げを
長期的に確保
市場は世界ブロードバンド配信地域へ
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ターゲット市場と製品

一般消費者向け一般消費者向け 企業向け企業向け 通信事業者向け通信事業者向け

性
能
／
機
能

市 場

Carrier grade wireless router

IPトリプルプレイ関連製品

法人向けネットワーク機器
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資料取扱いの注意資料取扱いの注意 : : 本資料に記載されている、将来の当社業績に関する見通し事業計画及び戦略等
は、現時点で知りうる情報をもとに構築されたものです。当社の属する情報通信・ネットワーク関連機器市
場は、テクノロジーの変化のスピードが速く、競争も激しい上に、世界経済、為替など当社の業績に直接
的・間接的に影響を与える様々な要因があります。したがいまして、実際の業績は、これら見通しとは大き
く異なる可能性があることをお含みおきください。なお本資料は投資勧誘を目的としたものではありません。
投資に関する決定はご自身の判断で行われるようお願いいたします。

〒141-0031東京都品川区西五反田7-21-11第2TOCビル
IR部

Tel:03-5437-6007 Fax:03-5437-6735
http://www.at-global.com/


